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字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経

－
　
漢
音
系
字
音
の
混
入
に
つ
い
て
　
ー

目
　
次

は
じ
め
に

一
新
訳
華
厳
経
呉
音
直
読
に
お
け
る
漢
音
系
字
音
の
混
入

二
　
混
入
漢
音
系
字
音
よ
り
見
た
新
訳
華
厳
経
字
音
直
読
の
性
格

ま
と
め

榎
　
　
木
　
　
久
　
　
薫

は

　

じ

　

め

　

に

「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
は
、
鎌
倉
初
期
に
高
山
寺
の
明
恵
を
中
心
と
し
た
華
厳
教
学
集
団
に
お
い
て
、
呉
音
字
音
直

（1）

託
さ
れ
た
文
献
で
あ
る
。
稿
者
は
先
に
、
高
山
寺
に
お
い
て
本
文
献
の
調
査
を
行
な
い
、
基
礎
的
な
整
理
の
報
告
及
び
加
点
字
の
分
韻
表
の

（2）

形
で
の
報
告
を
行
な
っ
た
。
本
稿
は
こ
れ
ら
の
報
告
に
基
づ
き
、
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
漠
字
音
の
性
格
の
一
面
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

華
厳
経
の
呉
音
字
音
直
読
が
本
文
献
以
前
に
見
ら
れ
な
い
こ
と
、
ま
た
こ
の
様
な
こ
と
が
華
厳
経
に
限
っ
て
の
こ
と
で
は
な
く
、
他
の
経



典
に
お
い
て
も
、
院
政
・
鎌
倉
初
期
に
至
っ
て
呉
音
字
音
直
読
が
文
献
上
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
、
沼
本
克
明
氏
が
指
摘
し
て
お

（3）

ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
沼
本
氏
は
、
平
安
初
・
中
・
後
期
に
は
経
典
の
呉
音
直
読
が
正
式
な
学
問
の
対
象
と
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

た
め
と
い
う
解
釈
を
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
の
解
釈
は
更
に
、
で
は
な
ぜ
こ
の
時
期
に
至
っ
て
経
典
の
呉
音
字
音
直
読
が
文
献
上
に
見
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
い
を
生
む
。
こ
の
問
い
に
対
し
て
は
仏
教
史
と
国
語
史
の
双
方
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
稿
者
は
国
語
史
研
究
の
側
か
ら
、
こ
の
問
い
へ
の
解
答
を
得
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
華
厳
経
の
呉
音
字
音
直
読
の
最

初
の
文
献
と
目
さ
れ
る
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
」
の
漢
字
音
を
、
日
本
漠
字
音
の
歴
史
的
変
化
の
中
に
位
置
付
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
手
掛
り
が
得
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

本
稿
は
そ
の
内
、
加
点
中
に
見
ら
れ
る
漢
音
系
字
音
を
抽
出
し
、
本
文
献
の
漠
字
音
の
性
格
の
一
面
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

一
新
訳
華
厳
経
呉
音
直
読
に
お
け
る
漢
音
系
字
音
の
混
入

本
文
献
が
加
点
さ
れ
た
時
期
に
は
、
高
山
寺
に
お
い
て
「
新
訳
華
厳
経
音
義
」
「
貞
元
華
厳
経
音
義
」
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
「
新

訳
華
厳
経
音
義
」
の
掲
出
字
と
本
文
献
の
加
点
字
を
比
較
す
る
と
、
本
文
献
の
加
点
の
参
考
文
献
の
；
と
し
て
「
新
訳
華
厳
経
音
義
」
が

（4）

用
い
ら
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の
「
新
訳
華
厳
経
音
義
」
及
び
「
貞
元
華
厳
経
音
義
」
に
お
い
て
漢
音
系
字
音
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

（5）

て
、
沼
本
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
稿
は
実
際
の
経
典
読
詞
に
お
い
て
見
ら
れ
る
漢
音
系
字
音
の
様
相
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

漢
音
系
字
音
の
認
定
は
、
呉
音
・
漢
音
の
体
系
が
明
ら
か
で
な
い
現
状
に
お
い
て
は
、
誤
認
の
可
能
性
を
完
全
に
は
排
除
で
き
な
い
。
他

の
字
音
資
料
及
び
理
論
的
に
想
定
さ
れ
る
漢
字
音
に
基
づ
い
て
、
漢
音
系
字
音
で
あ
る
蓋
然
性
の
高
い
も
の
を
取
り
上
げ
た
。
但
し
、
後
に

述
べ
る
よ
う
に
、
本
文
献
で
は
片
仮
名
音
形
が
漠
音
形
で
あ
っ
て
も
、
声
調
は
広
韻
の
体
系
に
外
れ
る
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
の
で
、
呉
音
・

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
四
九
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漢
音
の
違
い
が
声
調
の
違
い
で
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。

ま
た
、
次
の
用
例
の
よ
う
に
、
声
点
に
よ
る
清
濁
表
示
も
完
全
に
弁
別
的
で
あ
る
か
疑
問
が
あ
る
の
で
、
呉
音
・
漢
音
の
違
い
が
清
濁
の

違
い
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
も
の
は
、
検
討
の
際
に
区
別
す
る
こ
と
と
し
た
。

欄
（
薄
墨
朱
去
）
ラ
ン
楯
（
薄
墨
朱
平
）
シ
ュ
ン
軒
（
薄
墨
朱
去
）
カ
ン
檻
（
薄
墨
朱
上
濁
）
ケ
ム
三
三
・
1
2

欄
（
去
）
ラ
ン
楯
（
平
澤
）
シ
ュ
ン
二
二
・
7
8

（6）

沼
本
氏
は
「
法
華
経
」
「
大
般
若
経
」
の
呉
音
字
音
直
読
文
献
に
お
け
る
漢
音
系
字
音
の
混
入
を
整
理
し
て
お
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
、
氏
の

整
理
の
枠
組
み
を
参
考
と
し
な
が
ら
、
用
例
を

1
．
語
音
と
し
て
漢
音
形
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

2
．
本
文
献
中
に
呉
音
形
の
加
点
の
見
ら
れ
な
い
も
の

3
．
本
文
献
中
に
呉
音
形
の
加
点
の
見
ら
れ
る
も
の

の
三
つ
に
整
理
分
類
し
た
。
な
お
、
1
．
と
2
．
3
．
と
は
分
類
規
準
が
異
な
る
の
で
、
1
．
に
分
類
し
た
も
の
も
2
．
3
．
中
に
含
ま
れ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
用
例
に
＊
を
付
し
た
。

1
．
語
音
と
し
て
漢
音
形
が
使
用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の

用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

聾
（
東
直
釆
平
）

聾
（
平
）
リ
ヨ
ウ
墳
（
平
）
ク
ヰ
二
で
7
0

（
一
切
　
巻
一
二
九
3
・
巻
二
〇
票
六
7
）

擁
（
鍾
影
三
上
）

擁
（
去
）
ヰ
ヨ
ウ
滞
（
平
）
タ
イ
二
で
6
8

（
擁
（
上
）
ヰ
ヨ
ウ
滞
（
平
）
タ
イ
　
ト
、
。
ホ
ル
　
色
葉
　
上
力
畳
字
9
4
ウ
5
）

泥
（
賓
開
泥
去
）
1
法
華

泥
（
墨
平
濁
）
テ
ィ
濠
（
墨
平
）
レ
ウ
芙
・
2
9
8

（
一
切
　
巻
一
三
4
）

親
（
眞
群
三
去
）



観
（
平
）
キ
ン
謁
（
入
）
エ
ツ
　
〓
・
4
5
3

（
観
謁
キ
ン
エ
ツ
　
色
菓
　
下
キ
畳
字
6
4
オ
2
）

供
（
眞
日
去
）

七
（
入
）
伐
（
去
濁
）
シ
ン
毒
・
3
8
7

（
一
切
　
巻
一
三
6
）

腐
（
倒
開
疑
去
）

免
（
平
）
フ
贋
（
去
濁
）
カ
ン
六
四
・
2
2

（
一
切
　
巻
二
　
岩
五
6
）

開
（
制
開
見
平
）

関
（
平
）
ク
ワ
ン
閤
（
入
）
ヤ
ク
三
・
3
3
8
　
（
他
に
類
例
3
例
）

（
一
切
　
巻
四
麗
三
九
三
中
2
1
・
巻
九
三
七
2
・
巻
二
一
宍
三
6
）

機
（
上
）
キ
関
（
平
）
ク
ワ
ン
真
・
B
1
2
1
（
他
に
類
例
1
例
）

（
機
（
平
）
関
（
上
）
過
客
／
キ
ク
ワ
ン
色
葉
　
下
キ
畳
字
6
3
ウ
1
）

難
（
山
閲
見
平
）

難
（
去
）
カ
ン
難
（
平
）
ナ
ン
不
（
上
）
フ
憧
（
平
）
タ
ン
六
六
・
7
5

（
一
切
　
巻
六
麗
讐
○
中
5
・
巻
二
三
歪
七
1
）

撰
（
陽
関
目
去
）

擦
（
去
濁
）
シ
ャ
ウ
腎
△
（
平
）
ヒ
宍
・
1
5
9

（
一
切
　
巻
四
麗
天
九
中
2
3
・
巻
七
麗
望
一
下
1
2
・
巻
二
二
六
二
四
8
）

嘆
（
庚
直
閲
見
上
）

噴
（
去
）
カ
ウ
喧
（
入
）
エ
ツ
苫
・
5
8
0

（
噴
カ
ウ
咽
エ
ツ
　
ム
ス
　
色
葉
　
中
ム
畳
字
4
3
ウ
2
）

（
一
切
　
巻
二
　
岩
二
6
）

赫
　
（
隋
直
開
暁
入
）

赫
（
入
）
カ
タ
葵
（
入
）
ヤ
ク
　
丁
5
1

（
一
切
　
巻
二
二
吾
石
2
・
巻
二
四
昌
六
4
）

畿
（
清
合
群
平
）

畿
（
平
）
ケ
イ
濁
（
入
濁
）
ト
ク
哀
（
平
）
ル
イ
頓
（
平
）
ト
ン
二
丁
捕

（
一
切
　
巻
一
九
至
六
5
）

宥
（
尤
千
三
去
）

寛
（
平
）
ク
ワ
ン
宥
（
去
）
イ
ウ
天
・
7
8

（
寛
宥
慈
悲
分
／
ク
ワ
ン
イ
ウ
　
色
葉
　
中
ク
畳
字
7
9
ウ
6
）

兜
（
虞
塩
平
）

兜
（
平
）
フ
腐
（
去
濁
）
カ
ン
言
・
2
2

（
一
切
　
巻
二
一
〇
五
6
）

頻
（
眞
拉
平
）

頻
（
平
）
ヒ
ン
感
△
＊
（
入
竪
ロ
（
「
威
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
宍
・
3
2
9

（
一
切
　
巻
一
三
三
宍
7
）

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
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樹
（
麻
邪
去
）

董
（
去
濁
）
タ
イ
樹
（
上
）
シ
ャ
六
〇
・
1
1
0
　
（
他
に
類
例
2
例
）

（
一
切
　
巻
四
麗
天
七
上
4
）

長
（
陽
開
澄
平
）

腑
（
平
）
ヨ
ウ
長
（
平
）
チ
ヤ
ウ
宝
・
2
0
2

（
一
切
　
巻
七
麗
四
三
一
上
2
2
・
巻
一
二
二
苫
5
）

蒙
（
東
直
明
平
）

蒙
（
墨
平
）
モ
ウ
昧
（
鼻
平
）
マ
イ
二
で
7
0

（
一
切
　
巻
三
麗
三
六
七
上
5
・
巻
二
三
宍
五
1
）

摩
（
文
明
平
）

僧
（
墨
平
）
ソ
ウ
掲
（
畢
上
）
キ
ヤ
羅
（
墨
上
）
ラ
摩
ハ
四
五
・
2
0

（
一
切
　
巻
一
四
三
8
）

仰
（
陽
開
疑
三
上
）

四
五
二

（
傭
仰
同
／
フ
キ
ヤ
ウ
　
色
葉
　
中
フ
畳
字
1
0
7
オ
5
）

鐸
（
去
）
サ
ン
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
一
七
・
現

（
費
（
去
）
ホ
メ
仰
（
上
濁
）
ア
フ
タ
同
／
サ
ン
キ
ヤ
ウ
　
色
葉
　
下
サ
畳
字
5
2
オ
6
）

黙
（
徳
開
明
入
）

宴
（
平
）
エ
ム
黙
（
入
）
ホ
ク
完
・
3
5
8

（
一
切
　
巻
六
麗
竺
一
下
3
・
巻
七
麗
望
一
下
1
4
）

樟
（
侯
東
平
）

樟
（
平
）
ロ
ウ
櫓
（
上
）
ロ
△
一
丁
2
2

〓
切
　
巻
二
一
〇
四
3
）

楯
（
詳
邪
平
）

欄
（
薄
墨
朱
去
）
ラ
ン
楯
（
薄
墨
朱
平
）
シ
ュ
ン
軒
（
薄
墨
朱
去
）
カ
ン
檻
（
薄
墨
朱
上
濁
）
ケ
ム

三
・
1
2

（
一
切
　
巻
一
芸
6
・
巻
二
一
〇
六
3
・
巻
六
麗
四
一
二
中
7
）

屈
（
入
）
ク
ツ
申
（
平
）
シ
ン
僻
（
平
）
フ
△
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
這
・
1
2

（7）

こ
こ
に
は
、
仏
教
教
学
の
場
で
の
字
音
語
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
看
徹
さ
れ
る
「
玄
応
一
切
経
音
義
」
と
、
日
常
言
語
の
場
で
の
字

音
語
が
掲
出
さ
れ
て
い
る
も
の
と
看
倣
さ
れ
る
「
前
田
本
・
黒
川
本
　
色
葉
字
類
抄
」
と
に
見
出
さ
れ
る
語
を
取
っ
た
。
こ
の
内
、
「
玄
応
一

切
経
音
義
」
に
は
字
音
振
仮
名
が
見
ら
れ
な
い
の
で
、
こ
れ
ら
の
語
が
「
玄
応
一
切
経
音
義
」
に
お
い
て
、
漠
音
読
語
と
し
て
掲
出
さ
れ
た

も
の
か
否
か
は
不
分
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
献
の
加
点
者
に
と
っ
て
は
、
教
学
の
場
で
漠
音
形
で
字
音
読
さ
れ
る
語
と
し
て
意
識
さ
れ

て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。



一
方
「
色
葉
字
類
抄
」
に
見
ら
れ
る
語
は
、
日
常
言
語
の
場
で
漠
音
読
さ
れ
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
語
も
出
自
は
仏

教
経
典
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
「
色
葉
芋
類
抄
」
に
見
ら
れ
る
語
も
、
本
文
献
の
加
点
者
に
と
っ
て
は
教
学
の
場
で
漠
音

形
で
字
音
読
さ
れ
る
（
更
に
は
、
日
常
言
語
の
場
で
も
用
い
る
）
語
と
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
本
文
献
に
お
い
て
、
実
際
に
は
更
に
多
く
の
用
例
が
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
加
点
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

2
．
本
文
献
中
に
呉
音
形
の
加
点
の
見
ら
れ
な
い
も
の

用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

聾
（
東
直
東
平
）
1
大
般
若

＊
聾
（
平
）
リ
ヨ
ウ
聴
（
平
）
ク
ヰ
ニ
七
・
7
0

洪
（
東
直
匝
平
）

洪
（
平
）
コ
ウ
繊
（
平
）
セ
ム
豊
・
2
2
0

臆
　
（
鍾
喩
平
）

腐
（
平
）
ヨ
ウ
園
（
去
）
ヱ
ン
孟
・
3
5
7

腐
（
平
）
ヨ
ウ
長
（
平
）
チ
ヤ
ウ
宝
・
2
0
2

玉
　
（
燭
疑
入
）
1
大
般
若

螺
（
上
）
ラ
貝
＊
（
平
濁
）
＊
ハ
イ
＊
璧
＊
（
入
軽
濁
）
＊
ヒ
ヤ
ク
＊
玉
（
入
軽
濁
）
ク
ヰ
ヨ

ク
　
（
擦
消
ノ
上
）
三
六
・
B
1
7
2

擁
（
鍾
影
三
上
）

＊
擁
（
去
）
ヰ
ヨ
ウ
滞
（
平
）
タ
イ
二
で
6
8

癖
（
鍾
影
三
平
）

癖
（
去
）
ヰ
ヨ
ウ
瘡
（
上
）
△
サ
ウ
三
・
1
8
6

傭
（
鍾
喩
平
）
1
法
華

傭
△
（
平
）
ヨ
ウ
作
（
入
軽
）
サ
ク
苫
・
1
7
2

容
（
鍾
喩
平
）
1
大
般
若

容
（
去
）
ヨ
ウ
納
（
入
）
ナ
フ
三
〇
・
3
1
4

庸
（
鍾
徹
平
）

凡
（
去
濁
）
ホ
ム
庸
（
平
）
ヨ
ウ
四
九
・
1
5

蕊
（
脂
合
目
上
）

花
（
上
）
ク
エ
蕊
＊
（
平
濁
）
ス
イ
（
擦
消
ノ
上
）
　
丁
3
1
7

花
（
墨
朱
上
）
ク
ヱ
蕊
（
墨
朱
平
濁
）
ス
イ
六
・
2
2
0

花
（
上
）
ク
ヱ
蕊
（
平
濁
）
ス
イ
四
八
・
1
8

駁
　
（
魚
疑
去
）

巾
△
（
平
）
キ
ン
△
駁
（
平
濁
）
キ
ヨ
　
玉
云
魚
掠
切
古
御
字
〓
・
1
1
4

臨
（
去
）
リ
ム
叡
（
上
濁
）
キ
ヨ
天
・
C
1
5
1

牽
（
去
）
ケ
ン
駁
（
上
濁
）
キ
ヨ
芸
・
2
0
9

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

歩
（
模
泣
去
）

達
（
墨
上
濁
）
タ
擢
（
畢
上
）
ラ
歩
ホ
陀
夕
四
五
・
3
5

翠
（
入
）
ソ
ツ
歩
（
上
濁
）
ホ
四
号
5
0
四
五
・
5
0

翠
（
入
）
歩
（
上
濁
）
四
五
・
5
0

蒲
（
模
］
址
平
）

討
力
理
リ
蒲
（
墨
上
）
ホ
望
・
3
3

蒲
（
墨
上
）
ホ
四
予
3
3

紺
（
去
）
。
ム
蒲
＊
（
平
）
　
（
某
字
二
重
書
）
四
八
・
1
7
6

慕
（
模
明
去
）
1
大
般
若

俄
（
墨
平
）
セ
ム
慕
（
轟
上
濁
）
ホ
陀
（
墨
上
濁
）
タ
四
五
・
3
7

杜
（
模
定
上
）

杜
（
上
）
ト
絶
（
入
濁
）
セ
ツ
苫
・
1
5
6

蹄
（
賛
開
定
平
）

蹄
（
墨
去
）
テ
ィ
角
カ
タ
六
六
・
2
7
8

泥
（
賛
開
泥
去
）
1
大
般
若

か
（
上
）
ヲ
泥
（
平
濁
）
テ
ィ
≡
・
3
2
2

泥
（
墨
去
濁
）
テ
ィ
羅
（
墨
上
）
ラ
婆
（
墨
上
濁
）
ハ
望
・
3
1

泥
（
墨
去
濁
）
テ
ィ
四
五
・
5
1

＊
泥
（
墨
平
濁
）
テ
ィ
涼
（
墨
平
）
レ
ウ
票
・
2
9
8

秒
（
上
）
ヲ
＊
泥
（
平
濁
）
テ
ィ
＊
（
薄
墨
）
雲
・
7
0

祢
（
替
開
泥
上
）

祢
（
墨
平
去
濁
）
テ
ィ
摩
（
上
）
マ
望
・
1
7

四
五
四

醸
（
賓
開
暁
平
）

醸
（
去
）
ケ
イ
魯
（
上
）
ロ
四
五
・
5
9
望
・
5
9

醸
ケ
イ
魯
口
四
五
・
5
9

葵
　
（
賓
開
匝
平
）

葵
（
去
）
ケ
イ
婆
（
上
濁
）
ハ
　
四
五
・
2
9

実
（
墨
去
）
ケ
イ
魯
（
墨
上
）
ロ
伽
（
墨
上
）
キ
ヤ
四
五
・
3
5

葵
（
墨
去
）
ケ
イ
四
五
・
4
4

桂
（
替
舎
兄
去
）

桂
（
墨
去
）
ケ
イ
歪
・
5
9

陛
　
（
斉
開
］
地
上
）

階
（
去
）
カ
イ
陛
（
平
）
へ
イ
票
・
9
8

滞
（
祭
開
澄
去
）
1
法
華

疑
（
墨
朱
上
濁
）
キ
滞
（
墨
朱
平
）
タ
イ
六
・
3
2
7

擁
（
去
）
ヰ
ヨ
ウ
滞
（
平
）
タ
イ
二
で
6
8

倍
（
祭
開
群
三
去
）

偽
（
墨
去
濁
）
ケ
イ
羅
（
墨
上
）
ラ
望
・
4
9

憤
（
灰
見
去
）

慣
（
去
）
ク
ワ
イ
閏
＊
（
上
）
ネ
ウ
（
「
丙
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
宍
・
5
3

志
（
墨
平
）
ク
ワ
ン
慣
（
墨
平
）
ク
ワ
イ
宍
・
1
3
1

塊
（
灰
渓
去
）
1
大
般
若



塊
（
平
）
ク
ワ
イ
土
（
平
商
）
ト
三
九
・
2
8
8

績
（
灰
匝
去
）

衆
（
平
）
シ
ユ
繚
（
平
）
ク
ワ
イ
　
岩
・
2
4
0

盲
（
平
）
マ
ウ
蹟
（
去
）
ク
ワ
イ
二
号
捕

観
（
眞
群
三
去
）

＊
親
（
平
）
キ
ン
靖
（
入
）
エ
ツ
一
七
・
4
5
3

覿
（
平
）
キ
ン
迎
（
平
濁
）
カ
ウ
望
？

暗
（
平
）
セ
ム
親
＊
（
平
）
キ
ン
（
英
字
二
重
苦
）
四
八
・
4
6
1

伐
（
眞
日
去
）

＊
七
（
入
）
傍
（
去
濁
）
シ
ン
ニ
七
・
猫

均
（
詳
見
平
）

均
（
平
）
ク
ヰ
ン
三
・
1
7
7

均
（
平
）
ク
ヰ
ン
調
（
去
滴
）
テ
ウ
ニ
五
・
2
2
4

均
（
平
）
ク
ヰ
ン
瞭
（
平
）
セ
ム
六
〇
・
4
0
8

吻
　
（
文
明
三
上
）

喉
（
平
）
コ
ウ
吻
（
平
）
フ
ン
吐
（
上
）
ト
納
（
入
）
ナ
フ
抑
（
入
）
ヲ
ク
縦
（
去
濁
）
シ
ユ
ウ

高
（
去
）
カ
ウ
低
（
平
）
テ
ィ
一
で
1
4

唇
（
平
）
シ
ン
吻
（
平
）
フ
ン
宍
・
6
2

喝
（
月
開
群
三
人
）

鎖
（
去
）
セ
ウ
靖
（
入
）
カ
ツ
三
・
2
2

喝
（
入
）
カ
ツ
三
・
4
4
三
・
4
1
3

ロ
シ
ャ
靖
（
入
）
カ
ツ
三
・
7
2

婆
（
上
）
シ
ャ
喝
（
入
）
カ
ツ
三
・
8
9

靖
（
墨
入
）
カ
ツ
四
・
7
3

衰
（
平
）
ス
イ
靖
（
入
）
カ
ツ
≡
・
1
5
6

衰
ス
イ
喝
カ
ツ
≡
・
1
5
6

枯
（
上
）
。
喝
（
入
）
カ
ツ
六
〇
・
3
8
0

腐
（
側
開
疑
去
）

＊
発
（
平
）
フ
腐
（
去
濁
）
カ
ン
六
四
・
2
2

関
　
（
側
閲
見
平
）

＊
関
＊
（
平
）
ク
ワ
ン
閤
（
入
）
ヤ
ク
（
英
字
二
重
苦
）
　
三
・
3
3
4

＊
関
（
平
）
ク
ワ
ン
閤
（
入
）
ヤ
ク
　
三
・
3
3
8

＊
関
（
平
）
ク
ワ
ン
閤
（
入
）
ヤ
ク
（
擦
消
ノ
上
）
　
三
・
3
4
1
　
三
・
3
4
8

＊
関
（
平
）
ク
ワ
ン
閤
＊
（
入
）
ヤ
ク
（
擦
消
ノ
上
・
「
弁
」
　
二
重
苦
）
　
三
・
3
4
5

関
（
平
）
ク
ワ
ン
鎗
（
入
）
ヤ
ク
四
一
・
1
2
6

関
（
墨
平
）
□
□
防
（
墨
平
）
ハ
ウ
天
・
B
4
7

＊
機
（
上
）
キ
開
（
平
）
ク
ワ
ン
三
六
・
B
1
2
1

＊
機
△
キ
関
（
墨
平
）
ク
ワ
ン
票
・
3
9
2

揖
（
制
令
見
平
）
1
大
般
若

撰
（
平
）
ク
ワ
ン
宍
・
5
2

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
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頑
（
融
合
疑
平
）

頂
（
去
濁
）
ク
ワ
ン
鈍
革
濁
）
ト
ン
四
九
・
1
2

頑
（
去
）
ク
ワ
ン
根
（
上
）
。
ン
宍
・
3
4
3

環
（
側
合
匝
平
）
1
大
般
若

環
（
墨
平
）
ク
ワ
ン
四
・
1
3
9

聾
（
平
）
ケ
環
（
平
）
ク
ワ
ン
垂
（
平
）
ス
イ
賓
（
去
濁
）
ヒ
ン
六
四
・
2
0
2

敗
（
山
閲
見
平
）

＊
敷
（
去
）
カ
ン
難
（
平
）
ナ
ン
不
（
上
）
フ
悍
（
平
）
タ
ン
六
六
・
7
5

詰
　
（
詰
開
匝
入
）

患
（
入
）
カ
ツ
慧
（
平
）
ヱ
　
四
四
・
3
4
7

稼
（
麻
直
閲
見
去
）

主
（
平
）
シ
ユ
稼
（
上
）
カ
　
T
1
5
7

熟
△
（
入
濁
）
シ
ユ
タ
△
稼
△
（
上
）
カ
雲
・
1
7
4

捷
（
陽
関
目
去
）

＊
旗
（
去
濁
）
シ
ャ
ウ
腎
△
（
平
）
ヒ
六
六
・
1
5
9

壊
（
陽
開
目
上
）

壊
（
上
濁
）
シ
ャ
ウ
票
・
4
0
2

憧
（
唐
合
匝
平
）

憧
（
平
）
ク
ワ
ウ
怖
（
平
）
フ
六
六
・
1
9
8
冥
・
3
0
2

澤
（
栢
直
開
澄
入
）

四
五
六

蔭
（
平
）
ヲ
ム
澤
（
入
）
タ
ク
三
・
8

需
（
平
）
ハ
イ
澤
（
入
）
タ
ク
四
・
1
1
4

潤
（
墨
平
）
ニ
ン
澤
（
墨
入
）
タ
ク
四
・
期

潤
（
墨
平
）
ニ
ン
澤
（
墨
入
濁
）
タ
ク
皮
（
轟
平
）
ヒ
膚
（
墨
上
）
フ
細
（
墨
入
）
＊
ナ
ン
＊
粟

（
墨
平
）
ナ
ン
　
（
擦
消
軟
）
　
二
五
・
2
9
7

潤
（
墨
平
）
ニ
ン
澤
△
タ
ク
毒
・
1
8

澤
（
入
軽
）
タ
ク
四
T
1
4
2

薮
（
平
）
ソ
ウ
津
（
入
）
タ
ク
票
・
4
3
5

嘆
　
（
庚
直
閃
兄
上
）

＊
噴
（
去
）
カ
ウ
喧
（
入
）
エ
ツ
雲
・
弼

硬
（
庚
直
開
疑
去
）

堅
（
去
）
ケ
ン
硬
（
平
）
カ
ウ
一
〇
・
2
5
3

額
（
隋
直
開
疑
入
）

侵
（
墨
平
）
シ
ム
賛
（
墨
平
）
ヒ
ン
額
（
墨
入
）
カ
タ
二
で
1
8

赫
　
（
栢
直
開
暁
入
）

＊
赫
（
入
）
カ
タ
葵
（
入
）
ヤ
ク
一
・
5
1

映
（
庚
拗
開
影
三
去
）
1
大
般
若

映
（
去
）
エ
イ
蔽
（
平
）
へ
イ
△
　
天
・
2
9
9

瑛
（
庚
拗
閑
影
三
去
）
1
大
般
若

咲
（
去
）
エ
イ
奪
（
入
軽
濁
）
タ
ツ
　
〓
・
6
5



咲
（
去
）
エ
イ
奪
（
入
濁
）
タ
ツ
不
2
9
5
二
二
・
3
6
8
二
二
・
4
1
4

咲
（
墨
去
）
エ
イ
徹
（
墨
入
）
チ
ッ
三
丁
8
8

蔭
（
平
）
タ
ム
瑛
（
去
）
エ
イ
二
四
・
5
5

咲
（
去
）
エ
イ
蔽
（
平
）
へ
イ
三
〇
・
1
9
3
四
二
1
2
2
冥
・
2
4
8

咲
（
薄
墨
朱
去
）
エ
イ
徹
（
薄
墨
朱
入
）
チ
ッ
三
・
1
1
三
・
3
9

瑛
（
去
）
エ
イ
奪
（
墨
入
濁
）
タ
ツ
三
四
・
6
4

窓
（
平
）
ソ
ウ
闊
（
入
濁
）
タ
ツ
交
（
去
）
ロ
ウ
瑛
（
平
）
エ
イ
階
（
去
）
カ
イ
塀
（
平
）
チ

六
〇
・
9
8

咲
（
墨
去
）
エ
イ
徹
（
挙
人
）
チ
ッ
六
丁
3
5
4

紫
（
平
）
ヰ
ヤ
ウ
咲
（
去
）
エ
イ
宍
・
1
3
4

柄
（
庚
拗
開
琴
二
上
）

柄
（
平
）
へ
イ
然
（
去
）
ネ
ン
四
八
・
1
3
3

畿
（
清
合
群
平
）

＊
畿
（
平
）
ケ
イ
猫
（
入
濁
）
ト
ク
嘉
（
平
）
ル
イ
頓
（
平
）
ト
ン
二
T
1
4
5

鈴
（
青
開
東
平
）

鈴
△
（
薄
墨
朱
上
）
レ
イ
鐸
（
薄
墨
朱
入
）
チ
ヤ
ク
≡
・
2
8

鈴
（
上
）
レ
イ
鐸
（
入
）
チ
ヤ
ク
票
・
㍑

延
（
墨
朱
平
）
エ
ン
齢
（
墨
朱
去
）
レ
イ
宍
・
4
5
9

齢
（
青
開
東
平
）

延
（
墨
朱
平
）
。
ン
齢
（
墨
朱
去
）
レ
イ
宍
・
4
5
9

秀
（
尤
心
去
）

秀
（
墨
去
）
シ
ウ
三
三
・
2
6

億
（
尤
喩
上
）

階
（
去
）
カ
イ
漸
△
セ
イ
戸
△
コ
牌
（
平
）
ヨ
ウ
丁
4
1

戸
（
墨
朱
上
）
コ
腐
（
墨
朱
平
）
ヨ
ウ
階
（
墨
去
）
カ
イ
輿
墨
朱
平
）
マ
ン
＊

（
薄
墨
「
セ
イ
」
　
二
重
書
）
六
・
1
5
3

窓
（
平
）
ソ
ウ
備
（
平
）
ヨ
ウ
△
二
二
・
3
9

窓
（
平
）
ソ
ウ
牌
（
平
）
ヨ
ウ
（
擦
消
ノ
上
）
ニ
四
・
5
6

窓
（
薄
墨
朱
平
）
ソ
ウ
腐
（
薄
墨
朱
平
）
ヨ
ウ
三
・
1
9

戸
（
墨
上
）
コ
腐
＊
（
墨
平
）
ヨ
ウ
（
誤
字
軟
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
宍
・
1
2
0

軒
（
去
）
カ
ン
＊
檻
（
上
濁
）
ケ
ム
戸
（
墨
上
）
。
腐
△
ヨ
ウ
（
「
ン
」
ハ
「
ム
」
二

重
書
）
六
六
・
3
2
3

窓
（
墨
平
）
ソ
ウ
牌
（
墨
平
）
ヨ
ウ
宍
・
2
8

戸
（
上
）
コ
腐
（
平
）
ヨ
ウ
冥
・
1
0
3

誘
（
尤
喩
上
）

誘
（
墨
上
）
イ
ウ
四
・
1
1
7

誘
（
上
）
イ
ウ
海
（
平
）
ク
ヱ
＊
（
「
ヱ
」
某
字
二
重
書
）
喜
4
2
1

誘
（
上
）
イ
ウ
萬
（
平
）
ク
ヱ
宍
・
用

酬
（
尤
滞
平
）

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経

四
五
七
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酬
（
墨
平
）
シ
ウ
票
・
1
8
6

宥
（
尤
千
三
去
）

＊
寛
（
平
）
ク
ワ
ン
宥
（
去
）
イ
ウ
天
・
7
8

母
（
侯
明
上
）

婆
（
墨
去
）
サ
ン
母
（
墨
上
）
ホ
慧
・
5
5

候
（
侯
匝
去
）

候
（
平
）
。
ウ
冥
・
4
3
7

后
（
侯
匝
去
）
　
1
大
般
若

后
（
轟
去
）
。
ウ
三
九
・
1
1
6

喉
（
侯
匝
平
）

喉
（
平
）
。
ウ
吻
（
平
）
フ
ン
吐
（
上
）
ト
納
（
入
）
ナ
フ
抑
（
入
）
ヲ
ク
縦
（
去
濁
）
シ
ユ
ウ

高
（
去
）
カ
ウ
低
（
平
）
テ
ィ
　
這
・
1
4

掻
（
葉
娘
入
）

騰
（
平
）
ト
ウ
掻
（
入
）
テ
フ
ニ
一
丁
3
7
1

錯
（
葉
娘
入
）

錯
（
轟
朱
去
）
カ
ム
錆
（
量
朱
入
濁
）
テ
フ
宍
・
1
7
5

鍼
（
威
匝
平
）

辛
（
墨
平
）
シ
ン
酸
（
去
）
シ
ュ
ン
鍼
（
平
）
カ
ム
淡
（
墨
平
）
タ
ム
二
菅
2
7
1

街
（
衝
匝
平
）

衝
（
去
）
カ
ム
二
二
・
1
5
9

四
五
八

街
＊
（
去
）
カ
ム
諸
（
上
）
シ
ヨ
　
（
「
衛
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
六
二
・
m

剋
（
厳
見
三
去
）

孤
（
上
）
コ
矢
（
上
）
シ
叙
（
去
）
ケ
ン
戟
（
入
軽
濁
）
キ
ヤ
ク
莞
・
8
8

剋
（
墨
去
）
ケ
ム
莞
・
4
7
1

億
（
願
疑
三
上
）

傭
（
墨
平
濁
）
ケ
ン
で
4
1
9

脇
（
業
暁
三
人
）

金
（
去
）
コ
ム
脇
（
入
）
ケ
フ
ニ
で
3
3
4

【
漢
音
・
呉
音
が
清
濁
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
】

濯
　
（
璧
澄
入
）

浣
＊
（
去
）
ク
ワ
ン
濯
（
入
）
タ
ク
　
（
「
況
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
完
・
3
1
3

擢
（
璧
澄
入
）

擢
（
入
）
タ
ク
幹
（
去
）
カ
ン
　
T
1
4
6
四
・
2
0
5

擢
（
墨
入
）
タ
ク
幹
（
墨
去
）
カ
ン
四
・
2
2
2

聾
（
薄
墨
朱
去
）
シ
ユ
ウ
＊
擢
タ
ク
＊
　
（
擦
消
ノ
上
・
薄
墨
）
三
・
6
2

擢
（
入
）
タ
ク
六
四
・
1
9
9

睡
　
（
支
合
繹
去
）

徹
（
入
）
チ
ッ
陸
（
平
）
ス
イ
宍
・
6
0

垂
　
（
支
合
渾
平
）

垂
＊
（
墨
平
）
ス
イ
（
擦
消
ノ
上
）
六
〇
・
2
4



嗣
（
之
邪
去
）

嗣
（
平
）
シ
位
（
平
）
ヰ
芸
・
2
2
7

輔
（
虞
立
上
）

弼
（
入
）
ヒ
ツ
輔
（
平
）
フ
八
〇
・
4
2
3

兜
（
虞
泣
平
）

＊
発
（
平
）
フ
腐
（
去
濁
）
カ
ン
六
四
・
2
2

屠
（
模
定
平
）

打
（
平
）
チ
ヤ
ウ
棒
（
平
濁
）
フ
屠
（
上
）
下
剤
（
入
）
カ
ツ
豊
・
5
1

腎
　
（
眞
渾
上
）

腎
（
去
）
シ
ン
肝
（
去
）
カ
ン
肺
（
去
）
ハ
イ
ニ
五
・
2
3
6

腸
（
去
）
チ
ヤ
ウ
腎
（
去
）
シ
ン
肝
（
去
）
カ
ン
肺
（
平
）
ハ
イ
毒
・
2
6
5

腸
（
墨
去
）
チ
ヤ
ウ
腎
（
鼻
平
）
シ
ン
肝
（
墨
去
）
カ
ン
肺
＊
（
墨
平
）
ハ
イ
（
擦
消
ノ
上
）

二
で
2
9
7

頻
（
眞
正
平
）

頻
（
墨
平
）
ヒ
ン
婆
（
墨
上
濁
）
ハ
羅
△
ラ

＊
頻
（
平
）
ヒ
ン
感
△
＊
（
入
軽
）
ロ
（
「
威
」

膏
（
詳
神
平
）

唇
（
平
）
シ
ン
吻
（
平
）
フ
ン
宍
・
6
2

慣
（
文
理
二
上
）

慣
（
平
）
フ
ン
毒
（
入
濁
）
二
丁
3
3
9

望
・
1
1

ヲ
見
消
チ
訂
正
）
宍
・
3
3
9

盆
　
（
文
垣
二
上
）

盆
（
平
）
フ
ン
恨
（
去
）
△
串
。
ン
△
（
平
声
点
擦
消
）
三
四
・
▼
3
2
6

嵐
（
文
理
二
平
）

気
（
平
）
フ
ン
気
（
平
）
ウ
ン
六
〇
・
1
1
3
六
四
・
1
0

恨
（
痕
匝
去
）

盆
（
平
）
フ
ン
恨
（
去
）
△
＊
コ
ン
△
（
平
声
点
擦
消
）
三
四
・
3
2
6

嫌
（
去
）
ケ
ム
恨
（
上
）
ロ
ン
互
で
3
7

頑
（
去
）
ク
ワ
ン
根
（
上
）
コ
ン
宍
・
3
4
3

緩
（
桓
匝
上
）

遅
（
上
）
チ
緩
（
平
）
ク
ワ
ン
六
四
・
4
3
5

浣
　
（
桓
直
上
）

浣
（
平
）
ク
ワ
ン
源
（
入
）
テ
フ
荒
・
3
1
6

浣
＊
（
去
）
ク
ワ
ン
濯
（
入
）
タ
ク
（
「
説
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
完
・
3
1
3

畔
（
桓
塩
去
）

畔
（
墨
上
）
バ
ン
多
（
墨
上
）
タ
四
菅
7
0

錦
　
（
先
開
定
平
）

錮
（
平
）
テ
ン
廊
（
上
）
シ
三
九
・
3
0
5

穐
（
歌
定
上
）

施
（
平
）
タ
　
音
軽
／
呼
票
・
3
8
0

籍
（
麻
拗
開
従
去
）

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経

四
五
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

籍
（
上
）
シ
ャ
此
（
平
）
△
シ
二
八
・
C
1
6
5

樹
（
麻
邪
去
）

＊
董
（
去
濁
）
タ
イ
＊
樹
（
上
）
シ
ャ
　
（
「
射
」
　
ハ
擦
消
ノ
上
）
三
九
？

＊
董
（
墨
去
濁
）
タ
イ
樹
（
塾
上
）
シ
ャ
三
九
？

＊
董
（
去
濁
）
タ
イ
樹
（
上
）
シ
ャ
六
〇
・
1
1
0

射
（
麻
拗
開
神
去
）

遍
（
平
）
へ
ン
射
（
上
）
シ
ャ
一
三
・
3
6
8

腸
（
陽
開
澄
平
）

腸
（
平
）
チ
ヤ
ウ
ニ
五
・
2
3
6

腸
（
去
）
チ
ヤ
ウ
腎
（
去
）
シ
ン
肝
（
去
）
カ
ン
肺
（
平
）
ハ
イ
二
で
2
6
5

3
．
本
文
献
中
に
呉
音
形
の
加
点
の
見
ら
れ
る
も
の

用
例
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

蒙
　
（
東
直
明
平
）

＊
蒙
（
墨
平
）
モ
ウ
昧
（
暴
去
）
マ
イ
二
で
7
0

蒙
（
墨
平
）
モ
ウ
宍
・
2
2
6

［
呉
音
形
］

蒙
（
平
）
ム
三
・
5
9
　
三
・
3
6
7

蒙
（
墨
平
）
ム
天
・
B
2
1
三
・
2
5
5

普
（
模
済
上
）

迷
メ
イ
樽
（
塁
上
）
ラ
普
（
墨
上
）
ホ
四
五
・
6
4

四
六
〇

腸
（
墨
去
）
チ
ヤ
ウ
腎
（
墨
平
）
シ
ン
肝
（
墨
去
）
カ
ン
肺
＊
（
墨
平
）
ハ
イ
（
擦
消
ノ
上
）

二
で
2
9
7

長
（
陽
開
澄
平
）

繊
（
平
）
セ
ム
長
（
平
）
チ
ヤ
ウ
毒
・
3
5
6

＊
腐
（
平
）
ヨ
ウ
長
（
平
）
チ
ヤ
ウ
芸
・
2
0
2

防
（
陽
開
拉
三
去
）

関
（
墨
平
）
□
□
防
（
墨
平
）
ハ
ウ
天
・
B
4
7

騰
（
登
開
定
平
）

騰
（
平
）
ト
ウ
蹟
（
入
）
テ
フ
一
三
・
3
7
1

騰
（
平
）
ト
ウ
溢
（
入
）
イ
ツ
六
六
・
3
4
1

［
呉
音
形
］

普
（
平
）
フ
捷
（
入
）
セ
ロ
一
・
2
3
1

普
（
平
）
フ
拾
（
入
濁
）
カ
フ
　
〓
・
5
1
7
至
・
1
0
6

細
（
賛
関
心
去
）

細
（
墨
去
）
セ
イ
四
五
・
5
1

［
呉
音
形
］

細
（
平
）
サ
イ
滑
（
入
）
ク
ワ
ツ
四
八
・
1
7
7

顔
（
刑
疑
平
）



顔
（
墨
去
濁
）
カ
ン
ニ
雪
2
9
7

顔
カ
ン
貌
ロ
ウ
毒
・
3
5
2

［
呉
音
形
］

顔
＊
（
去
濁
）
ケ
ン
（
「
顔
」
ヲ
見
消
チ
訂
正
）
二
で
3
3
2

摩
（
弐
明
平
）

＊
僧
（
墨
去
）
ソ
ウ
掲
（
轟
上
）
キ
ヤ
羅
（
墨
上
）
ラ
摩
ハ
望
・
2
0

［
呉
音
形
］

摩
（
上
）
マ
醸
△
（
上
）
△
ク
ヱ
ニ
ラ
蟻
（
他
に
類
例
5
例
・
梵
語
と
し
て
）

仰
（
陽
開
疑
三
上
）

＊
屈
（
入
）
ク
ツ
申
（
平
）
シ
ン
僻
（
平
）
フ
△
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
一
で
1
2

＊
鋸
（
去
）
サ
ン
仰
（
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
一
七
・
4
9
3

仰
（
墨
上
濁
）
キ
ヤ
ウ
票
・
2
6

［
呉
音
形
］

渇
△
（
入
）
カ
ツ
仰
△
華
軽
）
カ
ウ
孟
・
9
3

黙
（
徳
開
明
入
）

＊
宴
（
平
）
エ
ム
黙
（
入
）
ホ
ク
票
・
3
5
8

［
呉
音
形
］

黙
（
入
）
モ
ク
一
表
・
1
0
8

榎
（
侯
釆
平
）

＊
模
（
平
）
ロ
ウ
櫓
（
上
）
ロ
△
　
二
・
2
2

［
呉
音
形
］

棲
（
上
）
ル
博
（
入
軽
濁
）
バ
ク
叉
（
平
）
シ
ャ
三
・
7
1
三
・
8
4

欽
（
侵
渓
三
平
）
1
大
般
若

欽
（
平
）
キ
ム
風
（
去
）
フ
ウ
三
・
1
7
0

欽
（
墨
平
）
キ
ム
六
〇
・
5
5
3

［
呉
音
形
］

欽
（
平
濁
）
。
ム
一
八
・
2
5
8

【
漢
音
・
呉
音
が
清
濁
の
違
い
と
考
え
ら
れ
る
も
の
】

楯
（
詳
邪
平
）

＊
欄
（
薄
墨
朱
去
）
ラ
ン
楯
（
薄
墨
朱
平
）
シ
ュ
ン
軒
（
薄
墨
朱
去
）
カ
ン
檻
（
薄
墨
朱
上
濁
）

ヶ
ム
三
三
・
1
2

［
呉
音
形
］

欄
（
去
）
ラ
ン
楯
（
平
濁
）
シ
ュ
ン
△
〓
・
7
9

欄
（
去
）
ラ
ン
楯
（
平
濁
）
シ
ュ
ン
三
丁
7
8

階
（
去
）
カ
イ
障
（
平
）
ト
ウ
欄
（
去
）
ラ
ン
楯
（
平
濁
）
シ
ュ
ン
書
・
1
0
2

残
（
寒
従
平
）

残
（
墨
去
）
サ
ン
毀
（
墨
平
）
ク
ヰ
宍
・
2
5

［
呉
音
形
］

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

残
（
墨
去
濁
）
サ
ン
二
で
購

婆
　
（
文
泣
平
）

婆
（
上
）
ハ
肇
（
上
）
ナ
六
六
・
細

［
呉
音
形
］

婆
（
上
濁
）
ハ
稚
（
上
）
チ
三
・
2
5
2
（
以
下
類
例
一
五
例
・
梵
語
と
し
て
）

喋
（
帖
定
入
）

賛
（
平
）
ホ
ウ
喋
（
入
）
テ
フ
　
徒
頬
反
九
・
3
7
4

［
呉
音
形
］

雉
（
上
）
チ
喋
（
入
濁
）
テ
フ
崇
（
平
）
ソ
ウ
陵
（
去
）
シ
ュ
ン
六
六
・
7
7

四
六
二

2
．
3
．
に
分
類
し
た
も
の
に
つ
い
て
、
沼
本
氏
が
「
法
華
経
」
「
大
般
若
経
」
で
「
出
現
す
る
例
に
お
い
て
全
て
な
い
し
殆
ど
が
漠
音
形

で
出
現
し
て
い
る
も
の
」
と
さ
れ
た
も
の
と
比
較
し
て
み
る
と
、
多
く
の
字
が
一
致
す
る
こ
と
が
わ
か
る
　
（
用
例
の
見
出
し
の
漢
字
の
下
に
法

華
・
大
般
若
と
記
し
た
も
の
が
そ
れ
で
あ
る
）
。
つ
ま
り
、
漢
音
読
字
に
宗
派
や
経
典
を
越
え
た
一
般
性
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
ら

の
漢
字
の
漠
音
形
が
漢
音
と
意
識
さ
れ
て
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
完
全
に
一
致
す
る
の

で
は
な
く
、
沼
本
氏
が
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
も
の
の
内
、
本
文
献
で
呉
音
形
の
み
が
見
ら
れ
る
も
の
も
あ
る
。

二
　
混
入
漢
音
系
字
音
よ
り
見
た
新
訳
華
厳
経
字
音
直
読
の
性
格

以
上
の
よ
う
に
分
類
し
た
も
の
の
内
、
当
初
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
の
手
掛
り
を
与
え
る
の
は
、
1
．
語
音
と
し
て
漠
音
形
が
使

用
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
文
献
は
全
体
と
し
て
呉
音
に
よ
る
音
読
の
方
針
で
読
諭
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
の
よ
う
な
文
献
の
中
に
、
漠
音
読
と
し
て
混
入
す
る
語
は
ど
の
よ
う
な
性
質
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
1
．
に
分
類

と
し
た
語
は
、
本
文
献
の
加
点
者
に
と
っ
て
は
教
学
の
場
で
漠
音
形
で
字
音
読
さ
れ
る
語
（
更
に
は
、
日
常
言
語
の
場
で
も
用
い
る
語
も
あ
る
）

と
意
識
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

更
に
、
こ
れ
ら
の
語
に
つ
い
て
声
調
を
見
る
と
、
片
仮
名
音
形
は
漢
音
の
形
で
あ
っ
て
も
、
声
調
は
広
韻
の
体
系
か
ら
外
れ
た
も
の
が
見



ら
れ
る
。
ま
た
、
広
韻
の
体
系
か
ら
外
れ
て
い
な
い
も
の
と
あ
わ
せ
て
も
、
前
後
の
漢
字
と
連
読
し
た
際
に
日
本
語
と
し
て
不
自
然
な
ア
ク

セ
ン
ト
（
上
・
去
、
去
・
去
の
様
な
声
調
の
連
続
）
は
見
ら
れ
な
い
。
可
能
性
と
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
語
が
漠
音
読
の
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
熟
語
形
で
は
な
い
が
「
顔
」
に
つ
い
て
み
る
と
、
一
方
に
「
ゲ
ン
」
の
振
仮
名
の
附
さ
れ
た
例

が
あ
っ
た
上
で
「
ガ
ン
」
と
振
仮
名
の
附
さ
れ
た
例
に
お
い
て
声
調
が
広
韻
の
体
系
か
ら
外
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
片
仮
名
音
形
と
し
て
の

呉
音
・
漢
音
の
違
い
と
、
声
調
と
し
て
の
呉
音
・
漢
音
の
違
い
と
が
必
ず
し
も
対
応
し
て
い
な
い
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
様
な
声
調
の
ず
れ
の

生
じ
た
個
々
の
原
因
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
が
、
全
体
と
し
て
日
本
語
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
し
て
落
ち
着
き
の
よ
い
形
に
移
行
し

た
も
の
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
本
文
献
の
加
点
者
に
と
っ
て
こ
れ
ら
の
語
は
、
教
学
の
場
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
語
で
は
あ
る
が
、
日
本
語
と
し
て
意
識
さ
れ
て

い
た
語
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
献
は
全
体
と
し
て
呉
音
に
よ
る
音
読
の
方
針
で
読
諦
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
こ
れ
ら
の
語

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
呉
音
読
し
た
の
で
は
日
本
語
と
し
て
の
意
味
理
解
が
出
来
な
く
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
語

に
つ
い
て
は
読
詞
漠
字
音
の
呉
音
と
し
て
の
純
粋
性
よ
り
も
語
と
し
て
の
理
解
が
優
先
し
て
い
る
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
語
が
、
な
ぜ
仏
教
教
学
の
場
で
漢
音
形
で
伝
承
さ
れ
て
来
た
の
か
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
語
の
仏
教
教
学
の
中
で
伝
承

（8）

の
プ
ロ
セ
ス
を
明
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
た
だ
、
問
題
を
本
文
献
の
字
音
直
読
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
伝
承
さ
れ
た
漠
音

読
語
を
経
典
の
字
音
直
読
の
中
に
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
経
典
の
字
音
直
読
が
日
本
語
の
範
囲
内
で
の
営
為
と
し
て
行
わ
れ

た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
本
稿
は
漢
音
系
字
音
の
混
入
に
佳
嵩
…
を
当
て
て
い
る
た
め
取
り
上
げ
る
こ
と
を
し
て
い
な
い
が
、
呉
音
読
の
部
分

に
も
日
本
語
と
し
て
理
解
さ
れ
る
も
の
と
し
て
音
読
さ
れ
た
語
が
多
く
含
ま
れ
る
も
の
と
考
え
る
。

字
音
直
読
資
料
と
し
て
の
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

ま

　

と

　

め

以
上
の
こ
と
か
ら
、
次
の
様
な
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
院
政
・
鎌
倉
初
期
以
降
の
仏
教
経
典
の
呉
音
字
音
直
読
は
、
経
典
の
中
国
語
に
よ

る
受
容
を
指
向
し
た
も
の
で
は
な
く
、
日
本
語
の
一
部
と
し
て
日
本
語
の
中
に
定
着
し
た
外
来
語
（
そ
の
中
に
は
漠
音
読
語
も
含
ま
れ
る
）

と
し
て
の
日
本
漢
字
音
を
用
い
た
日
本
語
に
よ
る
受
容
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
予
想
を
確
か
め
る
た
め
に
は
、
更
に
、
漠
字
音
の
国
語
化
の
現
象
に
つ
い
て
広
く
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

注（1）
（2）

（3）
（4）

（5）
（6）

（7）

拙
稿
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
を
め
ぐ
っ
て
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
十
九
輯
　
平
成
八
年
八
月
）

拙
稿
「
高
山
寺
蔵
寛
喜
元
年
識
語
本
新
訳
華
厳
経
加
点
字
翻
刻
並
び
に
分
韻
表
」
（
鎌
倉
時
代
語
研
究
　
第
二
十
一
輯
　
平
成
十
年
五
月
）

沼
本
克
明
『
平
安
鎌
倉
時
代
に
於
る
日
本
漢
字
音
に
就
て
の
研
究
』
　
第
一
部
第
二
早
　
呉
音
資
料
論
－
漢
音
系
字
音
の
混
入
に
つ
い
て
－
　
（
昭
和
五

十
七
年
三
月
　
武
蔵
野
書
院
）

注
　
（
1
）
　
論
文

沼
本
克
明
「
高
山
寺
蔵
字
音
資
料
に
つ
い
て
」
（
『
高
山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
』
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
編
　
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
　
東

京
大
学
出
版
会
）

注
　
（
3
）
　
著
書

一
切
経
音
義
（
上
）
　
（
中
）
　
（
下
）
、
一
切
経
音
義
索
引
（
古
辞
書
音
義
集
成
　
巻
七
・
八
・
九
・
十
九
　
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
～
昭
和
五
十
九

年
五
月
）
　
に
よ
る

（
8
）
　
注
（
3
）
著
書
に
お
い
て
、
沼
本
氏
は
大
般
若
経
読
諭
音
に
お
け
る
語
音
と
し
て
の
漠
音
形
の
混
入
に
つ
い
て
、
奈
良
末
・
平
安
初
期
の
朝
廷
に
よ

る
漢
音
奨
励
を
考
え
あ
わ
せ
る
必
要
を
示
唆
し
て
お
ら
れ
る
。



［
付
記
］
本
稿
を
成
す
に
当
た
り
、
資
料
の
閲
覧
・
調
査
に
関
し
て
、
高
山
寺
小
川
千
恵
御
住
職
を
初
め
と
す
る
高
山
寺
御
当
局
の
方
々
の
御
高
配
を
賜

っ
た
。
ま
た
、
築
島
裕
先
生
・
小
林
芳
規
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
団
の
方
々
に
は
、
様
々
の
お
導
き
を
頂
い
た
。
記
し
て
深

謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

ま
た
、
本
稿
は
平
成
十
一
年
度
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
に
お
け
る
口
頭
発
表
に
基
づ
い
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
研
究
集
会
に
お
い

て
は
、
沼
本
克
明
氏
よ
り
有
益
な
御
示
唆
を
頂
い
た
。
記
し
て
学
恩
に
謝
意
を
表
す
次
第
で
あ
る
。
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